
































21　o` de. bebaiw/n h`ma/j su.n u`mi/n eivj Cristo.n kai. cri,saj h`ma/j qeo,j( 
22　o` kai. sfragisa,menoj h`ma/j kai. dou.j to.n avrrabw/na tou/ pneu,matoj evn tai/j kardi,aij h`mw/nÅ
　21節の bebaiwn に続く人称代名詞は、C 104 630 pc syh においては、umaj sun hmin と倒置し
1） 本文批判は、次のギリシャ語本文を基礎に行う。NESTLE, E. and ALAND, K. & B. （ed.）, Novum Tes-
tamentum Graece, Stuttgart： Deutsche Bibelgesellschaft, ８th print of 27th ed., １st 1898, 2001.
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ている。しかし、hmaj sun umin の方がより強い支持を得ている。
　22節の冠詞 o は、a* A C* K P Y 33 81 365 630 1881*vid 2464等においては省略されている。
おそらく、一つの冠詞が４つの分詞を修飾する文体を造るために冠詞を省略したと考えられる。






の唯一の述語であり、動詞 evstin が省略されている。四つの分詞 bebaiw/n、cri,saj、sfragisa,menoj、
dou,j が qeo,j の行為を表しているが、bebaiw/n は現在分詞であり、継続的行為を表すのに対して、
他の三つの分詞はアオリスト時称であり、限定的時点に行われた行為であることを表す。この
ような時称の違いは、bebaiw/n は他のアオリスト時称の三分詞の cri,saj、sfragisa,menoj、dou,j
の動作に依存してその効果が継続していることを示唆する。bebaiw/n と cri,saj とが文頭の冠詞
を共有して接続詞によって連結されており、sfragisa,menoj と dou,j は qeo,j の後の冠詞を共有し
て三番目の接続詞によって連結されている。従って、始めの二つの分詞は時称の違いにも関わ
らず、唯一の冠詞を用いることによって強く結びつけられており、後半の二つの分詞も同様に
一組に結ばれている（cf. FURNISH, 1984, p. 149）。
　統語論的構造は次のように、qeo,j を中心とする ABAʼ という構造をなし、Ａと Aʼ にはそれ
ぞれ Cristo,n と pneu,matoj がパラレルに置かれている。人称代名詞 h`ma/j あるいは h`mw/n がＡとＡʼ
それぞれに２つ置かれ、各分詞の直接目的語あるいは間接目的語の修飾語となっている。
A o` de.  bebaiw/n  h`ma/j su.n u`mi/n eivj Cristo.n 
  kai.  cri,saj  h`ma/j
B    qeo,j(
Aʼ o` kai.  sfragisa,menoj	 h`ma/j 
  kai.  dou.j to.n avrrabw/na tou/ pneu,matoj 








-o` de. bebaiw/n h`ma/j su.n u`mi/n eivj Cristo,n
　bebaiw/n は動詞 bebaio,w の現在分詞であり、神の行為が信仰者にとって継続的な経験であるこ
とは先に考察した。この語には「安定させる」「確実にする」「成就する」「確固不動のものと
する」（玉川、1978、pp. 69－70）などの意味がある。同語源の形容詞 be,baioj が『第二コリン
ト書』１章７節において用いられ、パウロがコリントの信徒について抱いている希望の揺るぎ










　本節では動詞 bebaio,w が eivj Cristo,n という句と共に用いられているため、この句と共に動
詞の意味を吟味する必要がある。eivj は「〜の中へ」「〜に向かって」「〜を目標として」（玉川、
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　21節の二つ目の h`ma/j が誰を指しているかを考察しなければならない。21節前半では、h`ma/j 
su.n u`mi/n とコリントの信徒を u`mi/n と明らかに示しており、使徒聖パウロおよび彼と協働して
いる宣教者を指す h`ma/j とは区別されている。二つ目の h`ma/j も一つ目同様にコリントの信徒を
含めず、使徒聖パウロおよび彼の協働者ととる方が自然である。
　cri,w と同語源の名詞 cri/sma は『ヨハネの第一の手紙』１章20節および２章27節において３
回用いられ、「聖なる方」による信仰者への塗油が、「真理を知ること」と結びつけられている。








PHY-Oʼ CONNOR, 1991, p. 24）とされることが示されている。












-o` kai. sfragisa,menoj h`ma/j
　sfragisa,menoj は動詞 sfragi,zw のアオリスト分詞である。sfragi,zw の行為は所有権を印すた












使用の起源であるとしている（cf. DÖLGER, 1911, p. 80）。Wendland および Beasley-Murray
は１章21〜22節が洗礼の典礼を背景としていると考える（cf. WENDLAND, 1976, p. 320; BEA-
SLEY-MURRAY, 1962, pp. 171-177）。Beasley-Murray は「聖霊の証印」とは洗礼によって確
実にされた聖霊の保持と同義であり、初期の教会においては聖霊によって証印を押されるとは、
「キリストに属する者として刻印される」ことを意味するとしている（BEASLEY-MURRAY, 
1962, p. 175）。Benoît はパウロにとって sfragi,j は洗礼と切り離されたものではなく、sfragi,j
は洗礼の行為と共にあり、特に聖霊の賜物に強調点があるとしている（cf. BENOÎT, 1953, p. 
107）。Hughes は『第二コリント書』１章21〜22節の三つのアオリスト分詞が回心した人間の
内に起こる聖霊の働きの異なる側面を指すのであると考えている（cf. HUGHES, 1992, pp. 43-
45）。Bultmann は『第二コリント書』１章21〜22節において、信仰者をキリストのうちに一
致させる洗礼がパウロの念頭にあることは明白であるとするが、動詞 cri,w が洗礼における塗











　新約聖書においては、sfragi,zw は15回、同語源の sfragi,j は16回、katasfragi,zw は１回使わ





































ノートルダム研究紀要43_横.indd   35 13/02/21   10:36
36















-kai. dou.j to.n avrrabw/na tou/ pneu,matoj evn tai/j kardi,aij h`mw/nÅ
　to.n avrrabw/na tou/ pneu,matoj という表現は、tou/ pneu,matoj が同格の属格であり、聖霊という「手
付（avrrabw,n）」つまり、聖霊が avrrabw,n として機能することが意味されている。dou,j は動詞
di,dwmi のアオリスト分詞であり、ここでは神が「与える」行為を表現する。『第一テサロニケ書』
４章８節、『第二コリント書』５章５節、『ローマ書』５章節においては、神からの聖霊の授与
が動詞 di,dwmi を用いて表現されている。evn tai/j kardi,aij h`mw/n という表現によって、聖霊が心
に与えられることが示されている。avrrabw,n は新約聖書の時代のギリシャの法律においては賃
金を伴うサーヴィスの提供や売買の契約において用いられた用語であり、当時メタファーとし








LIGHTFOOT, 1895, p. 323）。将来に神から完全に受けるべきものが何であるかについては、
パウロは本節では明らかに述べてはいないが、『第二コリント書』５章１〜５節において同様
の表現 to.n avrrabw/na tou/ pneu,matoj を用いて、終末的現実、永遠の命について言及している。
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